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昭和10年頃の木造船

昭和30年代の木造機帆船

伸鉄工場（写真は昭和40年頃）

第五天社丸進水
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常
石
造
船
創
業
１
０
０
周
年
特
集

１
９
１
７
年
７
月
に
神
原
勝
太
郎
が
塩
浜
造
船
所
を
開
設
し
て
か
ら
、

今
年
で
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

従
業
員
の
皆
さ
ま
や
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

歩
ん
だ
１
０
０
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

Tsuneishi
Shipbuilding

年
号 

常
石
造
船
の
歴
史 

世
の
中
の
出
来
事

1
9
0
3（
明
治
36
） 

神
原
勝
太
郎
が
海
運
業
を
創
業（
現
：
神
原
汽
船
） 

日
露
戦
争（
明
治
37
〜
38
年
）

1
9
1
7（
大
正
6
） 
神
原
勝
太
郎
が
塩
浜
造
船
所
開
設（
常
石
造
船
創
業
） 

ロ
シ
ア
革
命

 

第
一
船
「
第
四
天
社
丸
」
竣
工

1
9
3
2（
昭
和
7
） 

初
の
木
造
機
帆
船
「
第
二
六
天
社
丸
」
竣
工 

満
州
事
変（
昭
和
6
年
）

1
9
3
6（
昭
和
11
） 

瀬
戸
内
海
運
送
株
式
会
社
設
立 

日
中
戦
争（
昭
和
12
〜
20
年
）

1
9
4
2（
昭
和
17
） 

塩
浜
造
船
所
を
改
組
、
常
石
造
船
株
式
会
社
設
立 

太
平
洋
戦
争（
昭
和
16
〜
20
年
）

 

国
内
輸
送
用
木
造
船
の
建
造
・
修
理
開
始

1
9
4
3（
昭
和
18
） 

瀬
戸
内
海
運
送
を
三
井
船
舶
に
譲
渡

 

瀬
戸
内
海
船
舶
株
式
会
社
設
立

1
9
4
5（
昭
和
20
） 

終
戦
時
、
持
船
は
被
曳
船
6
隻
の
み 

広
島
・
長
崎
に
原
爆
投
下
、
終
戦

1
9
4
8（
昭
和
23
） 

初
の
鋼
船
「
揖
保
川
丸
」
購
入
、

 

木
造
船
か
ら
鋼
船
へ
の
切
り
替
え
開
始

 

瀬
戸
内
海
船
舶
を

 

神
原
汽
船
株
式
会
社
に
社
名
変
更

1
9
4
9（
昭
和
24
） 

社
章
を「
天
」と
定
め
る 

単
一
為
替
レ
ー
ト（
1
ド
ル
＝
3
6
0
円
）

1
9
5
2（
昭
和
27
） 

常
石
造
船
所
内
に
常
石
鉄
工
所
併
設 

テ
レ
ビ
放
送
開
始（
昭
和
28
年
）

1
9
5
6（
昭
和
31
） 

神
原
汽
船
初
の
新
造
鋼
船
「
第
五
天
社
丸
」
建
造 

神
武
景
気（
昭
和
29
〜
32
年
頃
）

←
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美小丸進水式

昭和38～40年頃の常石造船事務所

パプアニューギニア・ラバウル造船所で
の進水式

昭和43年に完成した20万トンドック

上空から見た20万トンドック

初の高速ライナー天孝丸
トロピカル・レインボーの初航海
（毎日新聞社提供）

ジャパン・キャリオール

年
号 

常
石
造
船
の
歴
史 

世
の
中
の
出
来
事

1
9
5
7（
昭
和
32
） 

初
の
鋼
船
用
船
台
完
成

1
9
5
8（
昭
和
33
） 

初
の
鋼
船
「
美
小
丸
」
竣
工 

東
京
タ
ワ
ー
完
成

 
 

岩
戸
景
気（
昭
和
33
〜
36
年
頃
）

1
9
5
9（
昭
和
34
） 

第
一
号
船
台
完
成

1
9
6
1（
昭
和
36
） 
神
原
秀
夫
社
長
就
任 

ソ
連
が
世
界
初
の
有
人
宇
宙
飛
行

1
9
6
4（
昭
和
39
） 
初
の
大
型
船
「
第
三
天
社
丸
」（
木
材
専
用
船
）竣
工 

東
海
道
新
幹
線
開
業

 

初
の
外
国
船
「
安
台
輪
」
竣
工 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

1
9
6
7（
昭
和
42
） 

初
の
遠
洋
船
「
天
勝
丸
」
進
水 

い
ざ
な
ぎ
景
気（
昭
和
40
〜
45
年
頃
）

1
9
6
8（
昭
和
43
） 

20
万
ト
ン
修
繕
ド
ッ
ク
完
成 

3
億
円
事
件

 

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
ラ
バ
ウ
ル
に
造
船
所
を
開
設

1
9
6
9（
昭
和
44
） 

初
の
高
速
ラ
イ
ナ
ー「
天
孝
丸
」
竣
工 

東
名
高
速
道
路
全
線
開
通

 
 

ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸

1
9
7
1（
昭
和
46
） 

ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
ン
計
画
船
「
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
リ
オ
ー
ル
」
竣
工 

日
本
万
国
博
覧
会
開
催（
昭
和
45
年
）

1
9
7
2（
昭
和
47
） 

世
界
最
大
級
木
材
専
用
船
「
た
こ
ま
丸
」
竣
工 

沖
縄
返
還

 

世
界
最
大
級
チ
ッ
プ
船
「
乾
豪
丸
」
竣
工 

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

1
9
7
3（
昭
和
48
） 

世
界
最
大
級
セ
メ
ン
ト
運
搬
船
「
周
洋
丸
」
竣
工 

第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク

 

初
の
タ
ン
カ
ー「
東
栄
丸
」
竣
工

 

タ
ン
カ
ー
シ
リ
ー
ズ
第
一
船
「
東
洋
丸
」
竣
工

 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
定
期
航
路
に「
ト
ロ
ピ
カ
ル
・
レ
イ
ン
ボ
ー
」
就
航

←
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ばら積み貨物船「TESS」シリーズ

フィリピンにTHI設立

THIで初の進水式

多度津工場

カムサマックス

中国にTZS設立

TZS第一船

1
9
7
5（
昭
和
50
） 

カ
ー
バ
ル
ク
船
「
ス
バ
ル
丸
」
竣
工 

沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

1
9
7
6（
昭
和
51
） 

波
止
浜
造
船
と
業
務
提
携 

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

1
9
7
7（
昭
和
52
） 

神
原
眞
人
社
長
就
任

1
9
7
9（
昭
和
54
） 

業
界
初
プ
ロ
ダ
ク
ト
タ
ン
カ
ー「
C
Y
S 

J
U
S
T
I
C
E
」
竣
工 

第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク

1
9
8
3（
昭
和
58
） 

世
界
最
大
級
冷
凍
貨
物
船
「
A
N
N
E 

B
」「
B
E
T
T
Y 

B
」
竣
工 

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

1
9
8
4（
昭
和
59
） 
ば
ら
積
み
貨
物
船
「
T
E
S
S
」シ
リ
ー
ズ
第
一
船
竣
工 

グ
リ
コ
・
森
永
事
件

1
9
8
5（
昭
和
60
） 

 

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
事
故

1
9
9
2（
平
成
4
） 

神
原
治
社
長
就
任 

バ
ブ
ル
崩
壊（
平
成
3
年
）

1
9
9
4（
平
成
6
） 

 

関
西
国
際
空
港
開
港

1
9
9
7（
平
成
9
） 

T
H
I
第
一
船
竣
工 

ナ
ホ
ト
カ
号
事
故

 
 

（
ツ
ネ
イ
シ
カ
ム
テ
ッ
ク
ス
が
流
出
重
油

 
 

回
収
処
理
）

1
9
9
8（
平
成
10
） 

神
原
勝
成
社
長
就
任 

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

2
0
0
0（
平
成
12
） 

波
止
浜
造
船
株
式
会
社
と
合
併（
多
度
津
工
場
） 

2
0
0
3（
平
成
15
） 

常
石
グ
ル
ー
プ

 

創
業
1
0
0
周
年

 

新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
採
用

2
0
0
5（
平
成
17
） 

カ
ム
サ
マ
ッ
ク
ス
バ
ル
カ
ー
第
一
船
竣
工 

し
ま
な
み
海
道
全
線
開
通（
平
成
18
年
）

2
0
0
7（
平
成
19
） 

グ
ル
ー
プ
11
社
を
統
合
し
、
ツ
ネ
イ
シ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
設
立

 

中
国
に
常
石
集
団（
舟
山
）造
船
有
限
公
司
設
立（
T
Z
S
）

2
0
0
8（
平
成
20
） 

T
Z
S
に
建
造
ド
ッ
ク
完
成
、
初
の
建
造
船
進
水 

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

2
0
0
9（
平
成
21
） 

川
本
隆
夫
社
長
就
任 

裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト

 

T
H
I
に
建
造
ド
ッ
ク
完
成
、
第
一
船
進
水 

米
オ
バ
マ
大
統
領
就
任

2
0
1
1（
平
成
23
） 

ツ
ネ
イ
シ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
8
社
に
分
社 

東
日
本
大
震
災

2
0
1
5（
平
成
27
） 

河
野
健
二
社
長
就
任 

や
ま
な
み
街
道
全
線
開
通

Tsuneishi
Shipbuilding

フ
ィ
リ
ピ
ン
にT

S
U
N
E
IS
H
I H
E
A
V
Y
 IN
D
U
S
T
R
IE
S
 

（C
E
B
U

）, Inc. 

設
立

初
の
自
社
開
発
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
「H

A
R
B
O
U
R
 B
R
ID
G
E

」
竣
工

（
T
H
I
）
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15：00 開会
15：05 家長挨拶
15：10 サマースクール報告、各家近況報告
15：30 講習会
　　　　　【大人男性向け】
 　　会場：本堂
　　　　　　「交渉術とコミュニケーション術」
 　　講師：島田 久仁彦さん
　　　　　　（株）KS International Strategies 代表取締役社長（CEO）
　　　　　【大人女性・子ども向け】
 　　会場：めいめい軒
　　　　　　「子どもが賢くなるお片付け」
 　　講師：山崎 由香さん
17：30 夕食会（ベラビスタ）
 体験プログラム：すしにぎり体験（巻物・にぎり）
 ゲーム
 お祝い
20：00 終宴

スケジュール

第
5
回

　神
原
家 

フ
ァ
ミ
リ
ー
総
会

3
月
25
日（
土
）、神
勝
寺
／
ベ
ラ
ビ

ス
タ
ス
パ
＆
マ
リ
ー
ナ
尾
道
に
お
い
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

2017. 03. 25
Saturday

The 5th 
Kambara
Family Meeting
Schedule

BellaVista 
SPA & MARINA 
ONOMICHI

Hiroshima

Shinshoji
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私
は
人
間
の
機
微
に
疎
い
。
目
に
見
え
な
い
心
の
微
妙
な
動
き

を
肌
で
感
じ
て
理
解
す
る
、
つ
ま
り
相
手
の
心
を
読
む
、
と
い
う

こ
と
が
大
変
苦
手
で
あ
る
。
そ
の
場
に
そ
ぐ
わ
な
い
発
言
や
行
動

を
し
て
し
ま
い
、
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

あ
る
。
こ
の
複
雑
な
現
代
社
会
を
よ
り
良
く
生
き
抜
く
た
め
に

は
、
あ
る
種
の
鈍
さ「
鈍
感
力
」が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
ち
ら
に

は
ま
ず
ま
ず
の
自
信
が
あ
る
の
だ
が
、
大
切
な
場
面
で
人
の
話
を

汲
み
取
れ
ず
、
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
の
は
い
た
だ
け
な
い
。

　
そ
ん
な
私
に
と
っ
て
、「
国
際
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
」の
肩
書
を
持

つ
島
田
久
仁
彦
さ
ん
と
い
う
方
は
、
雲
の
上
の
す
ご
い
人
間
で
あ

る
。
国
連
の
紛
争
調
停
官
と
し
て
コ
ソ
ボ
や
東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
イ

ラ
ク
な
ど
で
停
戦
合
意
や
復
興
計
画
作
り
に
携
わ
っ
た
り
、
日
本

政
府
の
交
渉
官
と
し
て
環
境
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
会
議

で
タ
フ
な
交
渉
に
当
た
っ
た
り
し
て
来
ら
れ
た
ら
し
い
。
た
ま
た
ま

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
に
遭
遇
し
て
、
そ
の
交
渉
に
も
当
た
っ
た
こ
と
も
あ

る
ら
し
い
。
た
だ
た
だ
、
す
ご
す
ぎ
る
。

　
い
ろ
い
ろ
な
交
渉
時
の
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
る
よ
う
だ
が
、

私
に
と
っ
て
の
大
注
目
点
は
、
き
っ
と
島
田
さ
ん
に
は
、
声
色
や

表
情
、
し
ぐ
さ
、
言
い
回
し
な
ど
で
、
相
手
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報

が
見
え
る
に
違
い
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。
怒
っ
て
い
る
の
か
、

喜
ん
で
い
る
の
か
、
戸
惑
っ
て
い
る
の
か
、
イ
ラ
つ
い
て
い
る
の
か
。

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
次
の
一
手
を
ど
う
出
る
べ
き
か
瞬
時
に
決
定
す

る
の
で
あ
ろ
う
。ず
ば
り
、私
が
求
め
て
い
る
憧
れ
の
能
力
で
あ
る
。

　
今
さ
ら
こ
の
年
で
突
然
人
間
の
機
微
を
鋭
く
感
じ
取
れ
る
能

力
を
獲
得
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
、
そ
こ
を
自
覚
し
た
上

で
、
な
る
べ
く
家
族
の
こ
と
ぐ
ら
い
は
何
と
な
く
分
か
っ
て
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
な
、
と
思
う
。
反
抗
期
真
っ
盛
り
の
子

ど
も
の
主
張
も「
家
庭
内
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、
相
手
の

主
張
も
尊
重
し
た
上
で
、
い
い
落
と
し
ど
こ
ろ
に
持
っ
て
い
け
れ
ば

い
い
で
す
ね
。

島
田
久
仁
彦
さ
ん
の

講
演
を
聞
い
て

神
原 

知
子
さ
ん

　
今
回
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
総
会
で
は「
整
理
整
頓
」

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
片
付
け
の
時
に
、

「
い
る
も
の
」
と「
い
ら
な
い
も
の
」
に
分
別
し

て
か
ら「
い
ら
な
い
も
の
」を
捨
て
て
い
ま
し
た
。

で
も「
い
る
も
の
」
と「
い
ら
な
い
も
の
」
の
他

に
も「
迷
っ
た
も
の
」と「
移
動
」と
い
う
、
全

部
で
4
つ
の
欄
に
分
け
て
整
理
整
頓
を
す
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
今
度
か
ら
片
付
け

る
時
は「
迷
っ
た
も
の
」「
移
動
」の
2
つ
の
欄

を
追
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
回
も
参
加
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

神
原 

康
太
郎
く
ん

4
つ
に
分
け
て

整
理
整
頓

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
総
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
講
習
会
で

は
、
非
常
に
面
白
く
、
か
つ
重
要
な
観
点
の

お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
の
言
動
を
一
度
振
り

返
っ
て
み
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。

　
ご
一
緒
で
き
た
の
は
と
て
も
短
い
時
間
で
し
た

が
、
連
れ
帰
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
満
足
げ
に
各

自
感
想
を
述
べ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
こ
う
い
っ
た
機
会
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
お
付
き
合
い
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

神
原 

満
夫
さ
ん

親
子
と
も
に

大
満
足
で
し
た
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皆
さ
ま
、
今
年
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
総
会
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
総
会
も
第
5
回
目
と
な
り
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
親
族
の
き
ず
な
が
深
ま
り
、
ま

た
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
委
員
会
一
同
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
報
告
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
自
分
の
言
葉
で
発
表
し
、
成
長
を
頼

も
し
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ

に
続
く
講
演
、
夕
食
会
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
親

睦
が
深
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
同
じ
時
間
を
過
ご
し
、
同
じ
体

験
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
親
族
の
き
ず
な
を
深

め
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
次
回
の
総
会
も
、「
親
族
仲
良
く
成
長
す
る
」

を
目
指
し
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
充
実
し
た
内
容
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
ぜ
ひ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
ま
で
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

　
最
後
に
、
今
回
の
総
会
で
は
至
ら
ぬ
と
こ
ろ

が
多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
次
回
以
降
の

糧
に
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

次
回
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
総
会
も
皆
さ
ま
の
ご
参
加
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー

総
会
を
終
え
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員

　神
原 

文
雄
さ
ん

第
5
回

　

神
原
家 

フ
ァ
ミ
リ
ー

総
会

2017. 03. 25
Saturday
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夫
婦
で
話
そ
う

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
中
の

家
族
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

９
回
目
は
、

武
田
聡
樹
さ
ん
・
恵
子
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。

出
会
っ
た
き
っ
か
け
と

第
一
印
象
は
？

聡
樹
：
お
見
合
い
で
す
。
一
目
で
心
惹
か
れ
た

の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
帰
り
際
、

そ
れ
ぞ
れ
の
車
に
乗
っ
て
別
れ
る
時
に
私
が
手

を
振
っ
た
ら
、
彼
女
が
一
生
懸
命
手
を
伸
ば
し

て
助
手
席
側
の
窓
を
ク
ル
ク
ル
下
ろ
し
て
手
を

振
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
今
ど
き
パ
ワ
ー
ウ
イ
ン

ド
ウ
じ
ゃ
な
い
車
に
乗
っ
て
い
る
と
は
、
何
て
質

素
な
人
な
ん
だ
ろ
う
。
こ
の
人
と
な
ら
、
き
っ

と
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
!
」
と
確
信
に
変
わ
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

恵
子
：
自
然
体
の
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。

趣
味
や
今
凝
っ
て
い
る
こ
と
は
？

聡
樹
：
私
の
趣
味
は
読
書
と
オ
ー
ト
バ
イ

で
す
。
図
書
館
愛
好
者
で
、
読
み
た
い
本
を

H
P
で
予
約
し
て
お
い
て
、
ほ

ぼ
毎
週
ロ
ー
ズ
コ
ム
に
行
き
ま

す
。
以
前
フ
ァ
ミ
リ
ー
総
会
で

お
話
を
伺
っ
た
出
口
治
明
さ
ん

の
お
す
す
め
の
本
や
、
島
田
久

仁
彦
さ
ん
の
ご
著
書
も
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
本
と

出
合
う
の
が
楽
し
み
で
す

が
、
あ
え
て
挙
げ
れ
ば
内

田
樹
さ
ん
が
好
き
で
す
。

　
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
も
ち
ろ

ん
安
全
第
一
で
す
。
今
は
4

台
所
有
し
て
い
て
、
使
用

目
的
に
よ
っ
て
乗
り
分
け
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
な
か
な

か
行
け
ま
せ
ん
が
、ハ
ー
レ
ー

で
の
ん
び
り
ツ
ー
リ
ン
グ
す

る
の
が
今
は
一
番
楽
し
い
で

す
ね
。

恵
子
：
家
族
旅
行
に
年
に
数
回
行
く
こ

と
が
楽
し
み
の
一つ
で
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
と
時
間
が
合
わ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、

主
人
と
二
人
だ
け
で
旅
行
に
行
く
こ
と
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
旅
先
で
は
、
た
く
さ

ん
写
真
を
撮
っ
て
き
ま
す
。

家
族
の
決
め
ご
と
は
？

聡
樹
：
旅
行
に
出
か
け
た
時
は
、

財
布
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
貴
重
品

は
す
べ
て
私
が
持
つ
。
車
で
の

旅
行
の
時
は
、
全
行
程
私
が
運

転
す
る
。
な
ぜ
な
ら
恵
子
さ
ん

が
気
楽
に
楽
し
ん
で
く
れ
る
方

が
私
も
楽
し
い
か
ら
で
す
、
と

言
え
ば
格
好
い
い
の
で
す
が
、
気

に
な
っ
て
私
が
楽
し
め
な
い
と
い

う
の
が
本
当
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

恵
子
：
特
に
決
め
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
も
仕
事
を

し
て
い
る
の
で
、
で
き
る
家
事

は
で
き
る
方
が
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

最
近
の
旅
行
先
は
？

聡
樹 

・ 

恵
子
：
ハ
ワ
イ
で
す
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
に
登
っ
た
り
、
野
生
の
イ

ル
カ
と
泳
い
だ
り
、
思
い
っ
切
り
体
を
動
か
し
て

き
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
へ
の
想
い
は
？

聡
樹
：
3
人
と
も
大
学
生
に
な
っ
た
今
は
、

9
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何
も
心
配
し
て
い
ま
せ
ん
。
自
信
を
持
っ
て
生

き
て
く
れ
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

恵
子
：
小
さ
い
頃
か
ら
仲
良
く
遊
ん
だ
り
喧

嘩
し
た
り
、
い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
3
人
が
、
別
々

の
場
所
で
自
分
の
道
を
歩
み
始
め
、
頼
も
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
未
来
の
自
分
を
想
像
し
な

が
ら
、
元
気
良
く
羽
ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
言
い
た
い
こ
と
は
？

聡
樹
：
恵
子
さ
ん
は
失
敗
や
勘
違
い
で
笑
い
の

ネ
タ
を
い
つ
も
振
り
ま
い
て
、
家
族
の
笑
い
の

中
心
人
物
で
す
。
お
お
ら
か
と
い
う
か
、
お
っ

ち
ょ
こ
ち
ょ
い
と
い
う
か
…
。
子
ど
も
た
ち
が
み

ん
な
出
て
行
っ
て
二
人
き
り
に
な
っ
た
ら
笑
い
も

途
切
れ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
っ

た
く
心
配
に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
に
帰
っ

て
ホ
ッ
と
で
き
る
こ
と
に
、
い
つ
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
3
番
目
の
浩
樹
が
別
府
に
行
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
数
年
は
九
州
方
面
の
温
泉
旅
行
に
た

く
さ
ん
行
き
ま
し
ょ
う
ね
。

恵
子
：
少
し
心
配
性
の
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

が
、
家
族
全
員
の
こ
と
を
い
つ
も
見
守
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

連絡先

Fukuyama
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神原 龍丞くん カナダ CISS ７月23日～８月12日

神原 伶丞くん スイス TASIS ７月23日～８月12日

神原 秀哉くん カナダ St. Michaels University School ７月23日～８月 ５日

イサラウタクン 彬宏くん カナダ St. Michaels University School ７月23日～８月 ５日

神原 璃穂さん カナダ St. Michaels University School ７月30日～８月19日

今年もサマースクールに５人の子どもたちが参加します

　
京
子
が
京
都
の
学
校
へ
行
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
何
度
も
楽
し
い
京
都
観
光
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
サ
イ
ク
リ
ン
グ
観
光
で
し
た
。
歴
史
好
き

の
京
子
と
は
、
い
つ
も
話
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。
お
か
げ
で
京
都
の
お
寺
や
観
光
名
所
に
ず

い
ぶ
ん
詳
し
く
な
り
ま
し
た
。
急
に「
明
日
泊
ま
り
に
行
っ
て
い
い
か
?
」
と
言
う
こ
と
も
あ

る
け
れ
ど
、
嫌
が
り
も
せ
ず
い
つ
も
O
K
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
京
子
と
一
緒
に
い
つ
も

の
お
店
で一
杯
や
る
の
が
、
何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
。
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。

　
日
頃
は
、
専
攻
の
友
達
や
京
大
の
映
画
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
た
ち
と
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
よ

う
で
、
遊
び
回
っ
て
ば
か
り
い
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
成
績
の
方
も
し
っ
か
り
と
結
果
を
出

し
て
い
る
の
で
感
心
し
ま
す
。
な
か
な
か
や
る
ね
。
将
来
の
こ
と
も
、「
専
攻
を
活
か
し
て
仕

事
が
で
き
る
人
に
な
り
た
い
」
と
や
る
気
一
杯
な
こ
と
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、
少
々
考
え

方
の
古
い
お
父
さ
ん
は
「
そ
れ
も
大
事
だ
が
、
良
い
人
と
巡
り
会
い
幸
せ
な
家
庭
を
持
つ
こ

と
の
方
が
よ
ほ
ど
大
事
な
の
だ
」
な
ど
と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
大
学
生
の
残
さ
れ
た
時
間
、
し
っ
か
り
勉
強
し
、
そ
し
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

て
く
だ
さ
い
。
…
そ
れ
と
、
ダ
イ
エッ
ト
も
が
ん
ば
っ
て
ね
。

　
昨
年
6
月
、
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
20
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
改

め
て
振
り
返
る
と
、
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
方

が
先
に
思
い
起
こ
さ
れ
、
反
省
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
家

族
を
含
め
、
迷
惑
を
か
け
た
方
々
に「
ご
め
ん
な
さ
い
」
の

こ
と
ば
を
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
ん
な

私
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
叱
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い

気
持
ち
で一
杯
で
す
。

　
楽
し
い
思
い
出
、
苦
い
思
い
出
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
20
年

間
で
し
た
が
、
ど
れ
も
こ
れ
も
今
の
私
を
形
成
す
る
素
晴
ら

し
い
経
験
で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
子
ど
も

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
良
識

の
あ
る
社
会
人
に
な
れ
る
よ
う
、
ま
た
素
敵
な
大
人
の
女
性

に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
！ 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

成人おめでとうございます 二十歳を迎えられた
武田 京子さん、神原 孝哉さん、
そして親御さんからお言葉をいただきました。

　
孝
哉
は
普
段
は
マ
イ
ペ
ー
ス
で
お
っ
と
り
し
て
い
る
の
で
す
が
、
興
味

の
あ
る
こ
と
に
は
も
の
す
ご
く
詳
し
く
、
一
点
集
中
型
か
な
…
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
水
泳
を
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
は
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
中
学
で
は
軟
式
野
球
部
、
高
校
時
代
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
、

の
び
の
び
と
楽
し
そ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
活
動
ば
か
り
の
日
々
で
受
験
で
は
苦
労
し
た
と
思
い
ま
す

が
、
建
築
の
製
図
や
模
型
作
り
に
一
生
懸
命
に
打
ち
込
ん
で
い
る
様

子
で
す
。
興
味
の
あ
る
こ
と
に
は
今
ま
で
も
集
中
し
て
良
い
結
果
を

出
し
て
き
た
孝
哉
な
の
で
、
き
っ
と
が
ん
ば
っ
て
成
長
し
て
く
れ
る
も

の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
生
活
の
面
で
は
不
器
用
だ
な
ぁ
、
と
思
う
と
こ
ろ
も
多

い
で
す
が（
笑
）、
こ
れ
も
貴
重
な
人
生
経
験
な
の
で
、
う
ま
く
乗

り
切
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
ま
た
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
い
つ
で

も
親
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、
無
事
に
二
十
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
周
り
の
大
人
の
方
々
を

見
て
い
る
と
、
本
当
に
自
分
も
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
い
の
か
と
思
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
一
人
暮
ら
し
で
は
す
べ
て
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
少

し
ず
つ
自
分
で
も
大
人
に
近
づ
い
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
僕
は
現
在
、
大
学
で
建
築
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
建
築
と
い
う
と
建
物
の
設

計
だ
け
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
幅
広
い
知
識
と
経
験
が
必
要
で

す
。
い
く
つ
も
の
建
物
を
自
分
で
考
え
て
、
図
に
し
て
、
計
算
し
て
、
の
繰
り
返
し
で
、

と
て
も
大
変
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
す
が
、
僕
は
妥
協
し
な
い
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
暇
を
作
ら
ず
次
々
と
何
か
を
や
り
続
け
て
い
る
と
、
評
価
は
毎
回
高
く

な
り
自
信
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
信
が
次
の
自
分
を
後
押
し
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
就
職
も
近
づ
い
て
い
ま
す
。
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
、
勉
学
で
は
学
べ
な
い
こ

と
を
今
か
ら
習
得
し
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
活
か
し
、
将
来
は
建
築
に
関
す
る
仕
事
に

就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
続
く
一
人
暮
ら
し
で
す
が
、
こ
れ
を
乗
り
越

え
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

武
田 

京
子
さ
ん

神
原 

孝
哉
さ
ん

父
よ
り

母
よ
り

二
十
歳
に
な
っ
て

京
子
へ

建
築
の
仕
事
に
就
き
た
い

集
中
力
を
活
か
し
て
興
味
あ
る
分
野
に


